




④農福連携では、三重県障がい者就農促進協議会等と連携し、農福連携マルシェの開催やノウフク商

品の開発、福祉事業所による農作業請負（施設外就労）をコーディネートする人材の育成などに取

り組むとともに、全ての都道府県が参加する「農福連携全国都道府県ネットワーク」において、国

への提言活動や情報交換、農福連携効果の調査などに取り組んでいます。林福連携では、苗木生産

事業者と福祉事業者とが連携して生産した広葉樹苗木が植樹されたほか、林業事業体と福祉事業者

との新たな連携の可能性について検討しています。水福連携では、新たな漁労関連作業委託等の創

出に取り組むとともに、障がい者が漁労関連作業に取り組む現場を視察する研修会を開催しました。

また、障がい者が海上作業を安全かつ効率的に実践できるまでの育成プログラムの開発を進めてい

ます。引き続き、福祉事業所と農林水産事業者・関連企業等との連携機会の拡大と、農林水産分野

に参入した福祉事業所の経営発展に向けた支援に取り組む必要があります。 

⑤自閉症・発達障がい、高次脳機能障がい等の専門的な相談支援を実施するとともに、障がい者就業・

生活支援センター等の広域的な相談支援により、障がい者の地域での生活を支援しています。また、

「三重県障がい福祉従事者人材育成ビジョン」に基づき、相談支援専門員等の研修を実施し、人材

育成を図っています。今後も引き続き、より効果的な相談支援体制となるよう見直しを進めるとと

もに、人材育成による相談支援の質の向上に努める必要があります。 

⑥精神障がい者の地域移行や地域生活を支援するため、５つの障害保健福祉圏域でピアサポーターに

よる地域移行支援を実施するとともに、鈴鹿・亀山圏域および津圏域においてアウトリーチ事業を

実施しています。今後は、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築に向けて、地域

移行・地域生活支援の取組を一層進める必要があります。また、アルコール健康障害対策について、

今年度中に専門医療機関等の選定を予定するなど、早期発見・早期介入の取組を推進しています。

さらに、三重ＤＰＡＴについて、ＤＭＡＴ等と協働の訓練を実施しています。今後も、災害発生に

備え、体制強化が必要です。 

⑦平成 30 年 10 月１日に施行された「障がいの有無にかかわらず誰もが共に暮らしやすい三重県づく

り条例」の趣旨等について普及啓発活動に取り組むとともに、障がいを理由とした差別的取扱いや

合理的な配慮の提供などに関する相談への対応を行っています。また、三重県障がい者差別解消支

援協議会を開催し、相談事例や合理的な配慮の好事例などについて情報共有を図るとともに、関係

機関と連携し、障がい者差別の解消に向けた取組を進めています。今後も、条例の普及啓発を進め

るとともに、平成 31 年４月１日施行の相談員設置および紛争解決を図るための体制整備に向けた

準備を進める必要があります。 

⑧障がい者虐待については、虐待の未然防止、早期発見、迅速で適切な対応を行うため、市町や施設

等職員に対し障害者虐待防止・権利擁護研修を実施するとともに、専門家チームの活用により助言

等を得ながら、虐待事案の発生した施設等に対し改善に向けた指導を行っています。今後も引き続

き、障がい者虐待の防止に向けた取組を進める必要があります。 

⑨平成 28 年度に策定した「三重県手話施策推進計画」に基づき、県民、事業者および学生向け手話

講座や、県職員や市町担当者等に対する手話研修などの取組を進めています。今後も計画に基づき、

手話を使用しやすい環境づくりに向けた施策を推進していく必要があります。 

⑩障がい者の社会参加の推進を目的として 11 月 30 日から 12 月１日に伊賀市で「三重県障がい者芸

術文化祭」を開催しました。また、障がい者スポーツ教室やレクリエーション教室などの取組を進

めています。引き続き、生きがいを実感できる共生社会づくりのための取組を進める必要がありま

す。 

 

 







④障がい者就労支援事業【基本事業名：13102 障がい者の就労促進】 

予算額：(30) ２３，１８１千円 → (31) １９，１４８千円 

事業概要：経営コンサルタント等を活用した福祉事業所の経営改善等への支援を進めるとともに、

福祉事業所に対する受注の仲介、販路開拓等を行う共同受注窓口の取組を支援し、一層

の受注拡大を進めます。 

 

⑤障がい者相談支援体制強化事業【基本事業名：13104 障がい者の相談支援体制の整備】 

予算額：(30) １７４，７４７千円 → (31) １７７，０８２千円 

事業概要：各障害保健福祉圏域を勘案して、就業・生活相談を実施するとともに、障がい児等に対

する支援体制の機能強化を図ります。また、県内全域を対象とした自閉症・発達障がい、

高次脳機能障がい、重症心身障がい等の専門性の高い相談事業を行います。 

 

⑥（一部新）障がい者権利擁護推進事業 

【基本事業名：13106 障がい者の権利擁護と社会参加環境づくり】 

予算額：(30) ４，８８８千円 → (31) １１，６３０千円 

事業概要：障がいを理由とする差別の解消に向けて、相談員を設置するとともに、紛争解決を図る

ための体制を整備するほか、三重県障がい者差別解消支援協議会を構成する関係機関と

連携して、普及啓発等に取り組みます。また、研修の実施や専門家チームの活用により、

障がい者の虐待防止や対応力の向上を図ります。さらに、「三重県手話施策推進計画」に

基づき、県民が手話を学習する機会の確保や手話通訳を行う人材の育成等を行い、手話

を使用しやすい環境の整備を進めます。 

 

⑦障がい者の持つ県民力を発揮する事業 

【基本事業名：13106 障がい者の権利擁護と社会参加環境づくり】 

予算額：(30) ４，２５２千円 → (31) ４，０９０千円 

事業概要：障がい者の芸術・文化活動を活性化するため、さまざまな主体と連携して「三重県障が

い者芸術文化祭」を開催します。 

 

 

⑧ノウフク・ブランド確立支援事業【基本事業名：13103 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(30) ６，０４２千円 → (31) ６，２１９千円 

事業概要：ノウフク・ブランドの構築に向けて、企業等との連携によるノウフク商品の販路開拓や

新商品の開発、新規品目導入のための技術支援などを行うとともに、ノウフク・マルシ

ェ等を活用しながら消費者に向けたＰＲ活動に取り組みます。 

 

⑨（新）ノウフク就労支援円滑化地域モデル構築事業 

【基本事業名：13103 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(30)  － 千円 → (31) ５，７５０千円 

事業概要：障がい者の施設外就労（農作業請負）の拡大・定着に向け、地域の社会福祉協議会や農

協等が連携しながら、福祉事業所と農業経営体等をマッチングする仕組みづくりに取り

組みます。 

 

 

 

農林水産部 



⑩（一部新）林福連携による新たな雇用創出促進事業 

【基本事業名：13103 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(30) ２５７千円 → (31) ７５０千円 

事業概要：キノコ栽培、木工、苗木生産などの分野において、生産者等を対象に、林福連携の取組

内容や手法を学ぶ研修会を開催するとともに、新たな連携の取組につなげるためのマッ

チング等を行います。 

 

⑪（新）水福連携による次世代型水産業モデル構築事業 

【基本事業名：13103 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(30)  － 千円 → (31) ２，０００千円 

事業概要：漁業者と福祉事業所等との連携のための組織を立ち上げ、地域が主体となって水福連携

に取り組む体制づくりを支援するとともに、福祉事業所の職員等を地域における水福連

携の推進等を担う指導者として育成するため、養成研修を行います。 

 

 

⑫精神障がい者保健福祉相談指導事業【基本事業名：13105 精神障がい者の保健医療の確保】 

予算額：（30） ２９，００６千円 → （31） ３１，２７８千円 

事業概要：アウトリーチ事業、ピアサポーターを活用した取組および地域住民への啓発により、精

神科病院入院患者の退院後の支援体制づくりを進めます。また、「三重県アルコール健

康障害対策推進計画」に基づき、アルコール依存症治療が必要な方を支援する取組を進

めます。 

 

医療保健部 


